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情
け
な
い
限
り
で
す
。 

一
刻
も
早
く
こ
の
よ
う
な
政
治

を
変
え
た
い
で
す
ね
。 

 

    

否
定
で
も
あ
り
ま
す
。
井
原 

市
長
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
は 

許
せ
な
い
と
頑
張
っ
て
い
ま 

し
た
が
、
国
の
脅
し
に
屈
し 

た
議
員
が
多
数
を
占
め
る
議 

会
は
、
国
が
補
助
金
を
出
す 

ま
で
は
借
金
で
や
り
く
り
す 

る
と
い
う
市
長
提
案
を
４
度 

に
わ
た
っ
て
否
決
し
、
移
転 

受
け
入
れ
を
市
長
に
迫
り
ま 

し
た
。 

そ
こ
で
、
井
原
市
長
は
再 

度
民
意
を
確
認
す
る
た
め
に
、 

辞
職･

市
長
選
挙
へ
の
再
出
馬 

と
い
う
手
段
を
と
り
、
そ
の
選 

挙
が
２
月
３
日
に
告
示
さ
れ
、 

10
日
に
投
票
さ
れ
ま
し
た
。 

結
果
は
、
井
原
前
市
長
の
惜
敗 

に
終
わ
り
ま
し
た
。
マ
ス
コ
ミ 

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
市
民 

の
半
数
以
上
が
移
転
反
対
で
あ 

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
補
助
金 

欲
し
さ
に
移
転
容
認
派
市
長
を 

選
ん
だ
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

原
発
や
基
地
な
ど
、
安
全
性 

や
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
十
分 

に
説
明
や
議
論
す
る
こ
と
な
く
、
す

す
ぐ
に
金
の
力
と
権
力
に
よ
っ 

て
地
方
に
押
し
付
け
る
こ
の
国 

の
政
治
の
や
り
方
は
、
本
当
に 

 

 
 
「こんな市役所や議会であってほしい」、「まちづくりに市民が積極的に関われるようにしたい」などの市民

の思いを制度化するのが自治基本条例です。従って、自治基本条例は市民の手でつくることが大切です。米子

市では自治基本条例を策定する委員すべてを公募することに決め、現在募集しています。みなさんもぜひ応募

し、自治基本条例作成作業に参加して下さい。 

（募集要項） 

◆募集人員 ２４人 

 ◆応募期間 ２月４日から３月１５日まで 
 ◆応募資格 ２月４日現在、満１８歳以上で、市内に在住または通勤・通学している人 

 ◆任  期 ０８年４月から２年間 

 ◆検討委員会の主な活動 

  (1)条例素案の検討・作成 

 (2)条例素案に対する市民等からの意見募集 

(3)条例素案に対する市民等へのＰＲ及び説明 

 ◆会議の開催 原則として月１回程度。専門部会は随時。いずれも、平日夜間の開催 

 ◆委員報酬 無報酬。ただし交通費程度の費用弁償あり 

 ◆応募方法 下記の内容を記載して、市役所４階企画部協働推進課まで持参、郵送（当日消印有効）、ＦＡ

Ｘ、電子メールのいずれかで応募（様式は自由） 

  (1)住所、氏名（ふりがな）、生年月日、職業（団体・学校）、電話番号（連絡先） 

  (2)小論文（①応募の動機②みんなで支え合う（協働）米子のまちづくりについての考え③まちづくりを

進める上で市民が果たす役割････①から③までの内容をすべて含むもの）を、８００字程度にまとめて

提出する 

◆応募先 

〒683-8686 米子市加茂町 1丁目 1番地 米子市協働推進課 

ファックス番号：（0859）23-5354 

２００８年２月
（第７３号） 

 
 
 
 
 

ご意見をお寄せ下さい

（連絡先） 
米子市政研究会

米子市内町 53 
TEL(0859)33-6475
FAX(0859)23-0268

   
 

２
月
１
日
と
２
日
に
岩
国
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。
国
の
兵
糧
攻
め
に

抗
し
て
、
将
来
の
世
代
の
た
め
に
果

敢
に
国
と
戦
っ
て
い
る
前
市
長
と

市
民
を
応
援
す
る
た
め
で
す
。 

発
端
は
一
昨
年
５
月
の
日
米
両

政
府
に
よ
る
在
日
米
軍
再
編
最
終

報
告
合
意
で
し
た
。
米
海
兵
隊
岩
国

基
地
に
米
海
軍
厚
木
基
地
の
空
母

艦
載
機
な
ど
を
移
転
す
る
と
い
う

も
の
で
、
駐
留
機
は
現
在
の
57
機

か
ら
１
２
０
機
と
倍
増
し
、
機
数
で

は
極
東
最
大
級
と
な
り
ま
す
。
基
地

公
害
に
今
で
も
悩
ま
さ
れ
て
い
る

市
民
は
、
一
昨
年
３
月
に
行
わ
れ
た

艦
載
機
部
隊
移
転
の
賛
否
を
問
う

住
民
投
票
で
87
％
と
い
う
圧
倒
的

多
数
で
反
対
の
意
思
を
明
ら
か
に

し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
後
４
月
に

行
わ
れ
た
市
長
選
挙
に
お
い
て
も

移
転
反
対
を
鮮
明
に
し
て
い
た
井

原
市
長
が
圧
勝
し
ま
し
た
。 

 

と
こ
ろ
が
、
国
は
岩
国
市
が
３
年

計
画
で
進
め
て
い
る
市
庁
舎
建
設

の
補
助
金
を
途
中
で
カ
ッ
ト
し
、
補

助
金
が
欲
し
け
れ
ば
移
転
を
受
け

入
れ
る
よ
う
迫
っ
て
き
た
の
で
す
。

国
の
理
不
尽
な
移
転
受
け
入
れ
を

強
要
は
、
岩
国
市
民
の
民
意
を
踏
み

に
じ
る
だ
け
で
な
く
、
地
方
自
治
の

 

 

 

 ※「市議会かわらばん」は環境を考え、古紙再生紙、大豆油インキを使用しています。 

●市民自治基本条例の検討委員に応募しましょう！！

      

「
市
議
会
か
わ
ら
ば
ん
」
は
、

中
川
健
作(

無
所
属
市
民
派)

の

議
会
報
告
で
す
。
年
４
回
、
定

例
市
議
会
（
３
、
６
、
９
、
１２
月
）

終
了
後
に
発
行
し
て
い
ま
す
。 

 

毎
号
御
希
望
の
方
に
は
無
料

で
郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

連
絡
下
さ
い
。
ま
た
、
内
容
に

つ
い
て
の
ご
意
見
、
市
政
へ
の

提
言
等
お
寄
せ
下
さ
い
。
出
前

市
政
報
告
会
も
行
っ
て
い
ま

す
。
少
人
数
で
も
お
申
し
込
み

下
さ
い
。 

2008 年 2 月 (4) 

会 派 氏 名 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 会 派 氏 名 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 会 派 氏 名 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

新 風 岩崎　康朗 ◎ ○ × × × ○ 未 来 伊藤ひろえ ◎ ○ ○ ○ × × 公明党 原　　紀子 ◎ ○ × × × ○

〃 竹内　英二 ◎ ○ × × × ○ 〃 門脇　邦子 ◎ ○ ○ ○ × × 〃 安木　達哉 ◎ ○ × × × ○

〃 谷本　栄 ○ × × × ○ 〃 八幡　美博 ◎ ○ ○ ○ × ○ 〃 安田　　篤 ○ × × × ○

〃 中田　利幸 ○ × × × ○ 〃 森　　雅幹 ◎ ○ ○ ○ × × 共産 党 岡村　英治 ◎ × ○ ○ ○ ×

〃 中村　昌哲 ○ × × × ○ 〃 中川　健作 ◎ ○ ○ ○ × × 〃 松本　松子 ◎ × ○ ○ ○ ×

〃 野坂　道明 ◎ ○ × × × ○ 新 政 会 尾沢　三夫 ○ × × × ○ 明正 会 中本　実夫 ○ × × × ○

〃 松田　正 ○ × × × ○ 〃 藤尾　信之 ○ × × × ○ 一 院 ｸ ﾗ ﾌ ﾞ 遠藤　　通 ◎ ○ × × × ○

〃 吉岡　知巳 〃 松井　義夫 ○ × × × ○ 誠　心 宮田　　誠 ○ × × × ○

〃 渡辺　穣爾 ◎ ○ × × × ○ 〃 矢倉　　強 ◎ ○ × × × ○ 創政会 内田　隆嗣 ○ × × × ○

〃 渡辺　照夫 ◎ ○ × × × ○ 公 明 党 笠谷　悦子 ◎ ○ × × × ○

⑥道路整備の促進及び道路特定財源諸税の暫定税率延長を求める意見書提出

議　　　　長

主な議案・陳情に対する全議員の賛否一覧

②し尿汲み取り料値上げの条例　　　　　　　　　　　　　　　　　　
③原子力に依存しないエネルギー政策への転換を求める陳情
④文部科学省による沖縄｢集団自決」検定意見の撤回を求める陳情　　
⑤後期高齢者医療制度の中止・撤回に関する陳情

①一般質問を行った議員（１７人）

岩

国

は

燃

え

て

い

ま

し

た

前月からの繰り入れ 　△130,417 議員共済掛け金 269,925

報酬 1,320,000 所得税 144,741

　　　　　44万円×3ヶ月 住民税(３.４期) 204,000

期末手当 1,047,200 国保料 177,000

所得税還付 145,091 印刷費 36,781

カンパ 2,000 通信費 118,217

合計 2,514,291 資料代 28,985

活動費 177,146

中川生活費 1,250,000

次月繰越金 107,496

合計 2,514,291

議員報酬会計報告 (2007年10月～12月）

（収　　　　　　入） （支　　　　　出）

(25万円×3ヶ月＋一時金2ヶ月)

※カンパをお寄せいただき、ありがと

うございました。

※議員報酬会計の使途は常に公開

しています。

2月29日 金 3月13日 木

3 月 4日 火 3月14日 金

3 月 5日 水 3月17日 月

3 月 6日 木 3月18日 火

3 月 7日 金 3月21日 金

3月10日 月 3月25日 火

3月12日 水

３月定例市議会の日程

※請願・陳情の締め切りは2月27日正午です。

※本会議、委員会とも午前１０時開始。自由に傍聴できます。

議案上程

代表質問（未来）

代表質問（新政会）

代表質問（公明党）

代表質問（新風）

各個質問・議案質疑

総務企画委員会

市民福祉委員会

経済教育委員会

建設環境委員会

予算審査特別委員会

予算審査特別委員会

本会議（討論・採決）

 



で
、
す
で
に
業
者
間
の
受
注
調
整
が

行
わ
れ
て
い
れ
ば
予
定
価
格
に
影
響

す
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
判
決

 
 

   

■
質
問 

西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

が
発
注
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
機

器
修
繕
業
務
で
、
職
員
が
業
者
側
に
設

計
価
格
を
漏
ら
し
逮
捕
さ
れ
た
事
件

は
、
山
陰
の
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
に
な

り
、
行
政
に
対
す
る
信
頼
失
墜
と
い
う

点
で
は
、
そ
の
影
響
は
同
組
合
だ
け
に

と
ど
ま
ら
な
い
。
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な

事
件
が
発
生
し
た
と
考
え
て
い
る
か
。

ま
た
、
再
発
防
止
に
向
け
て
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
の
か
。 

 

■
答
弁 

原
因
は
、
被
告
と
ま
っ
て

い
る
職
員
本
人
の
問
題
と
、
従
来
型
の

指
名
競
争
入
札
に
よ
る
入
札
制
度
や

設
計
す
る
部
署
と
契
約
す
る
部
署
が

同
一
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
業
務
の
特

殊
性
か
ら
同
一
職
員
が
長
期
間
に
わ

た
り
同
じ
職
場
に
勤
務
し
て
い
た
こ

と
な
ど
同
組
合
の
仕
組
み
の
問
題
が

考
え
ら
れ
る
。
現
在
公
判
中
で
あ
り
、

司
直
に
よ
っ
て
結
果
が
出
さ
れ
、
全
貌

が
明
ら
か
に
な
っ
た
時
点
で
、
真
相
究

明
と
再
発
防
止
策
が
検
討
さ
れ
る
と

考
え
る 

 

■
質
問 

西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

                                                                                                  
                                                                                                               

                                                                                                        
                                                                                                     
                                                                                                           
                                                                                                               

                                                                                                 
                                                     
 
 
 
 

 
                                                                                              

 

で
指
摘
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
止
め
、

今
後
の
対
応
を
研
究
し
た
い
。 

      

に
は
職
員
倫
理
規
程
や
公
益
通
報
制

度
は
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
本
市
が

関
係
す
る
外
郭
団
体
、
第
三
セ
ク
タ

ー
な
ど
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
制
度
の

整
備
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

 

■
答
弁 

西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

に
は
あ
る
が
、
他
の
団
体
に
は
な
い
。

い
ず
れ
も
公
平
公
正
な
業
務
運
営
に

大
切
な
制
度
で
あ
る
た
め
、
未
整
備

団
体
に
対
し
、
至
急
整
備
す
る
よ
う

要
請
し
た
。 

 

■
質
問 

公
益
通
報
制
度
が
機
能
し

な
か
っ
た
の
は
、
同
じ
職
員
が
受
付

窓
口
に
な
っ
て
い
る
こ
と
の
問
題
も

あ
る
と
思
う
。
外
部
の
弁
護
士
に
窓

口
を
委
嘱
す
る
な
ど
公
益
通
報
し
や

す
い
制
度
に
す
べ
き
。
職
員
倫
理
も

権
限
を
持
っ
た
外
部
の
委
員
会
が
調

査
で
き
る
よ
う
に
条
例
化
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

 

■
答
弁 

制
度
を
検
証
し
、
ど
う
い

う
改
善
策
が
あ
る
の
か
研
究
し
た

い
。 

財
源
不
足
の
中
で
厳
し
い
予
算
編
成

と
な
る
見
込
み
で
あ
る
が
、
要
求
の

全
体
を
集
約
し
た
段
階
で
検
討
し
た

い
。 

 
 

■
答
弁
（
教
育
長
） 

図
書
購
入
費

は
、
19
年
度
よ
り
増
額
し
た
予
算
要

求
を
し
た 

 

■
質
問 

６
月
議
会
で
、
課
長
級
以

上
の
職
員
を
専
任
館
長
と
し
て
配
置

す
る
こ
と
の
必
要
性
を
指
摘
し
た
が

20
年
度
は
配
置
さ
れ
る
の
か
。 

 

■
答
弁 

20
年
度
に
専
任
の
館
長

を
配
置
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

る
。 

   

   

従
事
者
で
構
成
す
る
ワ
ー
ク
部
会
を

設
け
、
整
備
方
針
の
素
案
の
検
討
を

行
っ
て
い
る
。
歴
史
的
資
料
の
整
理

と
デ
ジ
タ
ル
化
は
今
年
度
事
業
費
を

予
算
化
し
て
い
る
の
で
、
山
陰
歴
史

館
で
保
管
し
て
あ
る
未
整
理
資
料
の

整
理
に
着
手
す
る
予
定
で
あ
る
。 

 

素
案
の
骨
子
が
固
ま
っ
て
く
れ
ば

施
設
関
係
者
や
議
会
に
対
す
る
説

明
、
市
民
か
ら
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
求
め
て
い
く
。 

      

図
書
購
入
費
予
算
は
１
３
０
０
万
円

だ
っ
た
。
今
年
６
月
議
会
で
も
、
文

部
科
学
省
が
作
成
し
て
い
る
図
書
館

の
望
ま
し
い
基
準
と
比
較
し
て
、
米

子
市
の
水
準
が
い
か
に
低
い
か
を
指

摘
し
、
市
長
は
、「
基
準
を
元
に
教
育

委
員
会
と
も
話
し
合
っ
て
み
た
い
」

と
答
弁
さ
れ
た
。 

 

こ
れ
ら
の
答
弁
に
踏
ま
え
、
20
年

度
の
図
書
館
予
算
に
対
す
る
決
意
を

伺
う
。 

 

■
答
弁
（
市
長
） 

図
書
購
入
費
は
、

 
 

      

に
対
し
て
も
業
者
が
抗
告
し
、
い
ま
だ

に
確
定
し
て
い
な
い
。
住
民
訴
訟
も
第

１
審
で
は
談
合
が
認
定
で
き
な
い
と

し
て
住
民
が
敗
訴
し
た
。
今
回
の
控
訴

審
判
決
で
談
合
と
米
子
市
長
の
損
害

賠
償
請
求
を
怠
る
事
実
が
認
定
さ
れ

た
が
、
業
者
が
最
高
裁
に
上
告
し
た
の

で
、
現
時
点
で
損
害
賠
償
を
請
求
す
る

と
「
市
長
の
怠
る
事
実
」
が
な
く
な
り
、

住
民
訴
訟
の
存
立
自
体
が
危
う
く
な

る
。
し
た
が
っ
て
、
最
終
的
に
確
定
す

る
最
高
裁
判
決
を
待
ち
た
い
。 

 

■
質
問 

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
工

事
発
注
に
当
た
っ
て
い
く
つ
か
の
業

者
か
ら
参
考
見
積
価
格
を
取
り
そ
れ

を
検
討
し
た
上
で
予
定
価
格
を
決
め

て
い
る
が
、
判
決
は
、
参
考
見
積
価
格

提
出
の
段
階
で
業
者
間
の
連
携
が
あ

っ
た
こ
と
を
認
定
し
、
「
予
定
価
格
自

体
が
高
額
に
な
っ
た
蓋
然
性
が
高
い

と
認
め
ら
れ
る
」
と
し
て
い
る
。
こ
の

こ
と
を
ど
う
受
け
止
め
、
今
後
、
専
門

性
の
高
い
施
設
の
入
札
を
ど
う
改
善

し
て
い
く
の
か
。 

 
 ■

答
弁 

参
考
見
積
も
り
提
出
時
点

 

      

■
質
問 

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
入

札
で
談
合
が
あ
っ
た
と
し
て
、
市
民
オ

ン
ブ
ズ
が
業
者
に
工
事
代
金
の
一
部

返
還
を
求
め
る
と
と
も
に
、
業
者
に
損

害
賠
償
請
求
を
し
な
い
米
子
市
は
違

法
で
あ
る
と
の
確
認
を
求
め
た
住
民

訴
訟
の
控
訴
審
判
決
が
去
る
10
月
17

日
に
出
さ
れ
、
住
民
が
勝
訴
し
た
。
業

者
は
上
告
し
た
が
、
最
高
裁
で
判
決
が

確
定
す
れ
ば
、
約
11
億
４
千
万
円
の

返
還
金
と
約
３
億
円
の
遅
延
損
害
金

が
米
子
市
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
こ

と
に
な
る
。 

 

公
正
取
引
委
員
会
が
談
合
が
あ
っ

た
と
し
て
排
除
勧
告
を
行
っ
た
時
点
、

あ
る
い
は
、
業
者
の
異
議
申
し
立
て
を

却
下
す
る
審
決
が
出
さ
れ
た
時
点
な

ど
、
米
子
市
が
損
害
賠
償
請
求
す
べ
き

段
階
は
い
く
つ
か
あ
っ
た
。な
ぜ
損
害

賠
償
を
請
求
し
な
か
っ
た
の
か
。 

 

■
答
弁 

談
合
の
事
実
が
確
定
し
た

ら
独
占
禁
止
法
第
26
条
の
規
定
に
よ

り
損
害
賠
償
請
求
で
き
る
が
、
公
正
取

引
委
員
会
の
審
判
が
行
わ
れ
て
い
る

と
き
は
具
体
的
証
拠
は
入
手
で
き
な

か
っ
た
し
、
公
正
取
引
委
員
会
の
審
決

   

■
質
問 

山
陰
歴
史
館
、
美
術
館
、

図
書
館
の
整
備
事
業
や
歴
史
的
資
料

の
整
理
事
業
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況

に
あ
る
の
か
。「
整
備
方
針
、
基
本
設

計
な
ど
の
策
定
過
程
を
公
開
し
、
市

民
の
意
見
や
提
案
を
考
慮
し
な
が

ら
、
策
定
事
務
を
進
め
る
よ
う
に
努

め
る
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
ど

の
よ
う
に
努
め
て
い
る
の
か
。 

 

■
答
弁 

山
陰
歴
史
館
、
美
術
館
、

図
書
館
の
整
備
事
業
は
、
現
在
そ
れ 

ぞ
れ
の
施
設
ご
と
に
主
管
課
と
施
設 

      

■
質
問 

昨
年
３
月
議
会
で
、
米
子

市
立
図
書
館
の
予
算
、
職
員
数
、
蔵

書
数
な
ど
は
、
山
陰
他
都
市
や
全
国

類
似
都
市
に
比
べ
て
極
端
に
低
い
こ

と
を
指
摘
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、

市
長
は
、「
初
め
て
そ
う
い
う
数
字
を

聞
い
た
の
で
、
そ
れ
も
勘
案
し
な
が

ら
今
後
の
図
書
館
費
の
問
題
を
研
究

し
て
ま
い
り
た
い
」
と
、
教
育
長
は
、

「
19
年
度
は
最
低
２
０
０
０
万
円
程

度
の
購
入
費
で
頑
張
り
た
い
」
と 

答
弁
さ
れ
た
。
し
か
し
、
19
年
度
の 
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12

月

議

会

各

個

質

問

の

報

告

日
本
海
新
聞
１
面
の
「
海

潮
音
」
で
取
り
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

 
 
 
利用率が低迷している米子・ソウル便の運行継続に

向け、利用促進施策を強化・拡充するための追加予算

が提案されました。予算には賛成しましたが、市民の

中には、無理をして運行を継続する意味があるのか、

いつまで助成を続けるのか、など、批判的な意見もあ

ります。 
そこで、可決に当たって、 
１、平成１９年度内に負担金のさらなる補正予算措

置はしないこと。 
 ２、遅くとも平成１９年度末をめどに、緊急対策事

業の見きわめをすること。 
３、事業全体について具体的な指標をもとに、米子

市への経済効果などを検証すること。 
の３点を当局に求める付帯決議を行うことを提案しま

した。 
結果は、残念ながら賛成７、反対２１で否決されまし

た。 
 

米子・ソウル便負担金の節度ある支出を 
求める付帯決議を提案 

(3) 2008 年 2 月 2008 年 2 月 (2)

米
子
市
ご
み
焼
却
施
設
（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）

談
合
訴
訟
判
決
に
つ
い
て 

西
部
広
域
行
政
管
理
組
合 

競
争
入
札
妨
害
事
件
に
つ
い
て 

伯
耆
の
国
よ
な
ご
文
化
創
造
計
画
に
つ
い
て 

 

 

図
書
館
の
新
年
度
予
算
と 

専
任
館
長
配
置
に
つ
い
て 



で
、
す
で
に
業
者
間
の
受
注
調
整
が

行
わ
れ
て
い
れ
ば
予
定
価
格
に
影
響

す
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
判
決

 
 

   

■
質
問 

西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

が
発
注
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
機

器
修
繕
業
務
で
、
職
員
が
業
者
側
に
設

計
価
格
を
漏
ら
し
逮
捕
さ
れ
た
事
件

は
、
山
陰
の
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
に
な

り
、
行
政
に
対
す
る
信
頼
失
墜
と
い
う

点
で
は
、
そ
の
影
響
は
同
組
合
だ
け
に

と
ど
ま
ら
な
い
。
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な

事
件
が
発
生
し
た
と
考
え
て
い
る
か
。

ま
た
、
再
発
防
止
に
向
け
て
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
の
か
。 

 

■
答
弁 

原
因
は
、
被
告
と
ま
っ
て

い
る
職
員
本
人
の
問
題
と
、
従
来
型
の

指
名
競
争
入
札
に
よ
る
入
札
制
度
や

設
計
す
る
部
署
と
契
約
す
る
部
署
が

同
一
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
業
務
の
特

殊
性
か
ら
同
一
職
員
が
長
期
間
に
わ

た
り
同
じ
職
場
に
勤
務
し
て
い
た
こ

と
な
ど
同
組
合
の
仕
組
み
の
問
題
が

考
え
ら
れ
る
。
現
在
公
判
中
で
あ
り
、

司
直
に
よ
っ
て
結
果
が
出
さ
れ
、
全
貌

が
明
ら
か
に
な
っ
た
時
点
で
、
真
相
究

明
と
再
発
防
止
策
が
検
討
さ
れ
る
と

考
え
る 

 

■
質
問 

西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

                                                                                                  
                                                                                                               

                                                                                                        
                                                                                                     
                                                                                                           
                                                                                                               

                                                                                                 
                                                     
 
 
 
 

 
                                                                                              

 

で
指
摘
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
止
め
、

今
後
の
対
応
を
研
究
し
た
い
。 

      

に
は
職
員
倫
理
規
程
や
公
益
通
報
制

度
は
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
本
市
が

関
係
す
る
外
郭
団
体
、
第
三
セ
ク
タ

ー
な
ど
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
制
度
の

整
備
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

 

■
答
弁 

西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

に
は
あ
る
が
、
他
の
団
体
に
は
な
い
。

い
ず
れ
も
公
平
公
正
な
業
務
運
営
に

大
切
な
制
度
で
あ
る
た
め
、
未
整
備

団
体
に
対
し
、
至
急
整
備
す
る
よ
う

要
請
し
た
。 

 

■
質
問 

公
益
通
報
制
度
が
機
能
し

な
か
っ
た
の
は
、
同
じ
職
員
が
受
付

窓
口
に
な
っ
て
い
る
こ
と
の
問
題
も

あ
る
と
思
う
。
外
部
の
弁
護
士
に
窓

口
を
委
嘱
す
る
な
ど
公
益
通
報
し
や

す
い
制
度
に
す
べ
き
。
職
員
倫
理
も

権
限
を
持
っ
た
外
部
の
委
員
会
が
調

査
で
き
る
よ
う
に
条
例
化
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

 

■
答
弁 

制
度
を
検
証
し
、
ど
う
い

う
改
善
策
が
あ
る
の
か
研
究
し
た

い
。 

財
源
不
足
の
中
で
厳
し
い
予
算
編
成

と
な
る
見
込
み
で
あ
る
が
、
要
求
の

全
体
を
集
約
し
た
段
階
で
検
討
し
た

い
。 

 
 

■
答
弁
（
教
育
長
） 

図
書
購
入
費

は
、
19
年
度
よ
り
増
額
し
た
予
算
要

求
を
し
た 

 

■
質
問 

６
月
議
会
で
、
課
長
級
以

上
の
職
員
を
専
任
館
長
と
し
て
配
置

す
る
こ
と
の
必
要
性
を
指
摘
し
た
が

20
年
度
は
配
置
さ
れ
る
の
か
。 
 

■
答
弁 

20
年
度
に
専
任
の
館
長

を
配
置
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

る
。 

   

   

従
事
者
で
構
成
す
る
ワ
ー
ク
部
会
を

設
け
、
整
備
方
針
の
素
案
の
検
討
を

行
っ
て
い
る
。
歴
史
的
資
料
の
整
理

と
デ
ジ
タ
ル
化
は
今
年
度
事
業
費
を

予
算
化
し
て
い
る
の
で
、
山
陰
歴
史

館
で
保
管
し
て
あ
る
未
整
理
資
料
の

整
理
に
着
手
す
る
予
定
で
あ
る
。 

 
素
案
の
骨
子
が
固
ま
っ
て
く
れ
ば

施
設
関
係
者
や
議
会
に
対
す
る
説

明
、
市
民
か
ら
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
求
め
て
い
く
。 

      

図
書
購
入
費
予
算
は
１
３
０
０
万
円

だ
っ
た
。
今
年
６
月
議
会
で
も
、
文

部
科
学
省
が
作
成
し
て
い
る
図
書
館

の
望
ま
し
い
基
準
と
比
較
し
て
、
米

子
市
の
水
準
が
い
か
に
低
い
か
を
指

摘
し
、
市
長
は
、「
基
準
を
元
に
教
育

委
員
会
と
も
話
し
合
っ
て
み
た
い
」

と
答
弁
さ
れ
た
。 

 

こ
れ
ら
の
答
弁
に
踏
ま
え
、
20
年

度
の
図
書
館
予
算
に
対
す
る
決
意
を

伺
う
。 

 

■
答
弁
（
市
長
） 

図
書
購
入
費
は
、

 
 

      

に
対
し
て
も
業
者
が
抗
告
し
、
い
ま
だ

に
確
定
し
て
い
な
い
。
住
民
訴
訟
も
第

１
審
で
は
談
合
が
認
定
で
き
な
い
と

し
て
住
民
が
敗
訴
し
た
。
今
回
の
控
訴

審
判
決
で
談
合
と
米
子
市
長
の
損
害

賠
償
請
求
を
怠
る
事
実
が
認
定
さ
れ

た
が
、
業
者
が
最
高
裁
に
上
告
し
た
の

で
、
現
時
点
で
損
害
賠
償
を
請
求
す
る

と
「
市
長
の
怠
る
事
実
」
が
な
く
な
り
、

住
民
訴
訟
の
存
立
自
体
が
危
う
く
な

る
。
し
た
が
っ
て
、
最
終
的
に
確
定
す

る
最
高
裁
判
決
を
待
ち
た
い
。 

 

■
質
問 

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
工

事
発
注
に
当
た
っ
て
い
く
つ
か
の
業

者
か
ら
参
考
見
積
価
格
を
取
り
そ
れ

を
検
討
し
た
上
で
予
定
価
格
を
決
め

て
い
る
が
、
判
決
は
、
参
考
見
積
価
格

提
出
の
段
階
で
業
者
間
の
連
携
が
あ

っ
た
こ
と
を
認
定
し
、
「
予
定
価
格
自

体
が
高
額
に
な
っ
た
蓋
然
性
が
高
い

と
認
め
ら
れ
る
」
と
し
て
い
る
。
こ
の

こ
と
を
ど
う
受
け
止
め
、
今
後
、
専
門

性
の
高
い
施
設
の
入
札
を
ど
う
改
善

し
て
い
く
の
か
。 

 
 ■

答
弁 

参
考
見
積
も
り
提
出
時
点

 

      

■
質
問 

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
入

札
で
談
合
が
あ
っ
た
と
し
て
、
市
民
オ

ン
ブ
ズ
が
業
者
に
工
事
代
金
の
一
部

返
還
を
求
め
る
と
と
も
に
、
業
者
に
損

害
賠
償
請
求
を
し
な
い
米
子
市
は
違

法
で
あ
る
と
の
確
認
を
求
め
た
住
民

訴
訟
の
控
訴
審
判
決
が
去
る
10
月
17

日
に
出
さ
れ
、
住
民
が
勝
訴
し
た
。
業

者
は
上
告
し
た
が
、
最
高
裁
で
判
決
が

確
定
す
れ
ば
、
約
11
億
４
千
万
円
の

返
還
金
と
約
３
億
円
の
遅
延
損
害
金

が
米
子
市
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
こ

と
に
な
る
。 

 

公
正
取
引
委
員
会
が
談
合
が
あ
っ

た
と
し
て
排
除
勧
告
を
行
っ
た
時
点
、

あ
る
い
は
、
業
者
の
異
議
申
し
立
て
を

却
下
す
る
審
決
が
出
さ
れ
た
時
点
な

ど
、
米
子
市
が
損
害
賠
償
請
求
す
べ
き

段
階
は
い
く
つ
か
あ
っ
た
。な
ぜ
損
害

賠
償
を
請
求
し
な
か
っ
た
の
か
。 

 

■
答
弁 

談
合
の
事
実
が
確
定
し
た

ら
独
占
禁
止
法
第
26
条
の
規
定
に
よ

り
損
害
賠
償
請
求
で
き
る
が
、
公
正
取

引
委
員
会
の
審
判
が
行
わ
れ
て
い
る

と
き
は
具
体
的
証
拠
は
入
手
で
き
な

か
っ
た
し
、
公
正
取
引
委
員
会
の
審
決

   

■
質
問 

山
陰
歴
史
館
、
美
術
館
、

図
書
館
の
整
備
事
業
や
歴
史
的
資
料

の
整
理
事
業
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況

に
あ
る
の
か
。「
整
備
方
針
、
基
本
設

計
な
ど
の
策
定
過
程
を
公
開
し
、
市

民
の
意
見
や
提
案
を
考
慮
し
な
が

ら
、
策
定
事
務
を
進
め
る
よ
う
に
努

め
る
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
ど

の
よ
う
に
努
め
て
い
る
の
か
。 

 

■
答
弁 

山
陰
歴
史
館
、
美
術
館
、

図
書
館
の
整
備
事
業
は
、
現
在
そ
れ 

ぞ
れ
の
施
設
ご
と
に
主
管
課
と
施
設 

      

■
質
問 

昨
年
３
月
議
会
で
、
米
子

市
立
図
書
館
の
予
算
、
職
員
数
、
蔵

書
数
な
ど
は
、
山
陰
他
都
市
や
全
国

類
似
都
市
に
比
べ
て
極
端
に
低
い
こ

と
を
指
摘
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、

市
長
は
、「
初
め
て
そ
う
い
う
数
字
を

聞
い
た
の
で
、
そ
れ
も
勘
案
し
な
が

ら
今
後
の
図
書
館
費
の
問
題
を
研
究

し
て
ま
い
り
た
い
」
と
、
教
育
長
は
、

「
19
年
度
は
最
低
２
０
０
０
万
円
程

度
の
購
入
費
で
頑
張
り
た
い
」
と 

答
弁
さ
れ
た
。
し
か
し
、
19
年
度
の 

 ※「中川健作の FAX・メール通信」を随時発行しています。御希望の方は、FAX 番号・メールアドレスをお知らせ下さい。（連絡先：FAX 23-0268 メール nakagawa@sanmedia.or.jp） 

12

月

議

会

各

個

質

問

の

報

告

日
本
海
新
聞
１
面
の
「
海

潮
音
」
で
取
り
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

 
 
 
利用率が低迷している米子・ソウル便の運行継続に

向け、利用促進施策を強化・拡充するための追加予算

が提案されました。予算には賛成しましたが、市民の

中には、無理をして運行を継続する意味があるのか、

いつまで助成を続けるのか、など、批判的な意見もあ

ります。 
そこで、可決に当たって、 
１、平成１９年度内に負担金のさらなる補正予算措

置はしないこと。 
 ２、遅くとも平成１９年度末をめどに、緊急対策事

業の見きわめをすること。 
３、事業全体について具体的な指標をもとに、米子

市への経済効果などを検証すること。 
の３点を当局に求める付帯決議を行うことを提案しま

した。 
結果は、残念ながら賛成７、反対２１で否決されまし

た。 
 

米子・ソウル便負担金の節度ある支出を 
求める付帯決議を提案 

(3) 2008 年 2 月 2008 年 2 月 (2)

米
子
市
ご
み
焼
却
施
設
（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）

談
合
訴
訟
判
決
に
つ
い
て 

西
部
広
域
行
政
管
理
組
合 

競
争
入
札
妨
害
事
件
に
つ
い
て 

伯
耆
の
国
よ
な
ご
文
化
創
造
計
画
に
つ
い
て 

 

 

図
書
館
の
新
年
度
予
算
と 

専
任
館
長
配
置
に
つ
い
て 



                                                                                                 
                                                                                                               

                                                                                                        
                                                                                                     
                                                                                                           
                                                                                                               

                                                                                                 
                                                     
（ホームページ）http;//www2.sanmedia.or.jp/nakagawa/  （メールアドレス）nakagawa@sanmedia.or.jp 
 
 
 
 

 
                                                                                             

情
け
な
い
限
り
で
す
。 

一
刻
も
早
く
こ
の
よ
う
な
政
治

を
変
え
た
い
で
す
ね
。 

 

    

否
定
で
も
あ
り
ま
す
。
井
原 

市
長
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
は 

許
せ
な
い
と
頑
張
っ
て
い
ま 

し
た
が
、
国
の
脅
し
に
屈
し 

た
議
員
が
多
数
を
占
め
る
議 

会
は
、
国
が
補
助
金
を
出
す 

ま
で
は
借
金
で
や
り
く
り
す 

る
と
い
う
市
長
提
案
を
４
度 

に
わ
た
っ
て
否
決
し
、
移
転 

受
け
入
れ
を
市
長
に
迫
り
ま 

し
た
。 

そ
こ
で
、
井
原
市
長
は
再 

度
民
意
を
確
認
す
る
た
め
に
、 

辞
職･

市
長
選
挙
へ
の
再
出
馬 

と
い
う
手
段
を
と
り
、
そ
の
選 

挙
が
２
月
３
日
に
告
示
さ
れ
、 

10
日
に
投
票
さ
れ
ま
し
た
。 

結
果
は
、
井
原
前
市
長
の
惜
敗 

に
終
わ
り
ま
し
た
。
マ
ス
コ
ミ 

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
市
民 

の
半
数
以
上
が
移
転
反
対
で
あ 

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
補
助
金 

欲
し
さ
に
移
転
容
認
派
市
長
を 

選
ん
だ
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

原
発
や
基
地
な
ど
、
安
全
性 

や
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
十
分 

に
説
明
や
議
論
す
る
こ
と
な
く
、
す

す
ぐ
に
金
の
力
と
権
力
に
よ
っ 

て
地
方
に
押
し
付
け
る
こ
の
国 

の
政
治
の
や
り
方
は
、
本
当
に 

 

 
 
「こんな市役所や議会であってほしい」、「まちづくりに市民が積極的に関われるようにしたい」などの市民

の思いを制度化するのが自治基本条例です。従って、自治基本条例は市民の手でつくることが大切です。米子

市では自治基本条例を策定する委員すべてを公募することに決め、現在募集しています。みなさんもぜひ応募

し、自治基本条例作成作業に参加して下さい。 

（募集要項） 

◆募集人員 ２４人 

 ◆応募期間 ２月４日から３月１５日まで 
 ◆応募資格 ２月４日現在、満１８歳以上で、市内に在住または通勤・通学している人 

 ◆任  期 ０８年４月から２年間 

 ◆検討委員会の主な活動 

  (1)条例素案の検討・作成 

 (2)条例素案に対する市民等からの意見募集 

(3)条例素案に対する市民等へのＰＲ及び説明 

 ◆会議の開催 原則として月１回程度。専門部会は随時。いずれも、平日夜間の開催 

 ◆委員報酬 無報酬。ただし交通費程度の費用弁償あり 

 ◆応募方法 下記の内容を記載して、市役所４階企画部協働推進課まで持参、郵送（当日消印有効）、ＦＡ

Ｘ、電子メールのいずれかで応募（様式は自由） 

  (1)住所、氏名（ふりがな）、生年月日、職業（団体・学校）、電話番号（連絡先） 

  (2)小論文（①応募の動機②みんなで支え合う（協働）米子のまちづくりについての考え③まちづくりを

進める上で市民が果たす役割････①から③までの内容をすべて含むもの）を、８００字程度にまとめて

提出する 

◆応募先 

〒683-8686 米子市加茂町 1丁目 1番地 米子市協働推進課 

ファックス番号：（0859）23-5354 

２００８年２月
（第７３号） 

 
 
 
 
 

ご意見をお寄せ下さい

（連絡先） 
米子市政研究会

米子市内町 53 
TEL(0859)33-6475
FAX(0859)23-0268

   
 

２
月
１
日
と
２
日
に
岩
国
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。
国
の
兵
糧
攻
め
に

抗
し
て
、
将
来
の
世
代
の
た
め
に
果

敢
に
国
と
戦
っ
て
い
る
前
市
長
と

市
民
を
応
援
す
る
た
め
で
す
。 

発
端
は
一
昨
年
５
月
の
日
米
両

政
府
に
よ
る
在
日
米
軍
再
編
最
終

報
告
合
意
で
し
た
。
米
海
兵
隊
岩
国

基
地
に
米
海
軍
厚
木
基
地
の
空
母

艦
載
機
な
ど
を
移
転
す
る
と
い
う

も
の
で
、
駐
留
機
は
現
在
の
57
機

か
ら
１
２
０
機
と
倍
増
し
、
機
数
で

は
極
東
最
大
級
と
な
り
ま
す
。
基
地

公
害
に
今
で
も
悩
ま
さ
れ
て
い
る

市
民
は
、
一
昨
年
３
月
に
行
わ
れ
た

艦
載
機
部
隊
移
転
の
賛
否
を
問
う

住
民
投
票
で
87
％
と
い
う
圧
倒
的

多
数
で
反
対
の
意
思
を
明
ら
か
に

し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
後
４
月
に

行
わ
れ
た
市
長
選
挙
に
お
い
て
も

移
転
反
対
を
鮮
明
に
し
て
い
た
井

原
市
長
が
圧
勝
し
ま
し
た
。 

 

と
こ
ろ
が
、
国
は
岩
国
市
が
３
年

計
画
で
進
め
て
い
る
市
庁
舎
建
設

の
補
助
金
を
途
中
で
カ
ッ
ト
し
、
補

助
金
が
欲
し
け
れ
ば
移
転
を
受
け

入
れ
る
よ
う
迫
っ
て
き
た
の
で
す
。

国
の
理
不
尽
な
移
転
受
け
入
れ
を

強
要
は
、
岩
国
市
民
の
民
意
を
踏
み

に
じ
る
だ
け
で
な
く
、
地
方
自
治
の

 

 

 

 ※「市議会かわらばん」は環境を考え、古紙再生紙、大豆油インキを使用しています。 

●市民自治基本条例の検討委員に応募しましょう！！

      

「
市
議
会
か
わ
ら
ば
ん
」
は
、

中
川
健
作(
無
所
属
市
民
派)

の

議
会
報
告
で
す
。
年
４
回
、
定

例
市
議
会
（
３
、
６
、
９
、
１２
月
）

終
了
後
に
発
行
し
て
い
ま
す
。 

 

毎
号
御
希
望
の
方
に
は
無
料

で
郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

連
絡
下
さ
い
。
ま
た
、
内
容
に

つ
い
て
の
ご
意
見
、
市
政
へ
の

提
言
等
お
寄
せ
下
さ
い
。
出
前

市
政
報
告
会
も
行
っ
て
い
ま

す
。
少
人
数
で
も
お
申
し
込
み

下
さ
い
。 

2008 年 2 月 (4) 

会 派 氏 名 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 会 派 氏 名 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 会 派 氏 名 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

新 風 岩崎　康朗 ◎ ○ × × × ○ 未 来 伊藤ひろえ ◎ ○ ○ ○ × × 公明党 原　　紀子 ◎ ○ × × × ○

〃 竹内　英二 ◎ ○ × × × ○ 〃 門脇　邦子 ◎ ○ ○ ○ × × 〃 安木　達哉 ◎ ○ × × × ○

〃 谷本　栄 ○ × × × ○ 〃 八幡　美博 ◎ ○ ○ ○ × ○ 〃 安田　　篤 ○ × × × ○

〃 中田　利幸 ○ × × × ○ 〃 森　　雅幹 ◎ ○ ○ ○ × × 共産 党 岡村　英治 ◎ × ○ ○ ○ ×

〃 中村　昌哲 ○ × × × ○ 〃 中川　健作 ◎ ○ ○ ○ × × 〃 松本　松子 ◎ × ○ ○ ○ ×

〃 野坂　道明 ◎ ○ × × × ○ 新 政 会 尾沢　三夫 ○ × × × ○ 明正 会 中本　実夫 ○ × × × ○

〃 松田　正 ○ × × × ○ 〃 藤尾　信之 ○ × × × ○ 一 院 ｸ ﾗ ﾌ ﾞ 遠藤　　通 ◎ ○ × × × ○

〃 吉岡　知巳 〃 松井　義夫 ○ × × × ○ 誠　心 宮田　　誠 ○ × × × ○

〃 渡辺　穣爾 ◎ ○ × × × ○ 〃 矢倉　　強 ◎ ○ × × × ○ 創政会 内田　隆嗣 ○ × × × ○

〃 渡辺　照夫 ◎ ○ × × × ○ 公 明 党 笠谷　悦子 ◎ ○ × × × ○

⑥道路整備の促進及び道路特定財源諸税の暫定税率延長を求める意見書提出

議　　　　長

主な議案・陳情に対する全議員の賛否一覧

②し尿汲み取り料値上げの条例　　　　　　　　　　　　　　　　　　
③原子力に依存しないエネルギー政策への転換を求める陳情
④文部科学省による沖縄｢集団自決」検定意見の撤回を求める陳情　　
⑤後期高齢者医療制度の中止・撤回に関する陳情

①一般質問を行った議員（１７人）

岩

国

は

燃

え

て

い

ま

し

た

前月からの繰り入れ 　△130,417 議員共済掛け金 269,925

報酬 1,320,000 所得税 144,741

　　　　　44万円×3ヶ月 住民税(３.４期) 204,000

期末手当 1,047,200 国保料 177,000

所得税還付 145,091 印刷費 36,781

カンパ 2,000 通信費 118,217

合計 2,514,291 資料代 28,985

活動費 177,146

中川生活費 1,250,000

次月繰越金 107,496

合計 2,514,291

議員報酬会計報告 (2007年10月～12月）

（収　　　　　　入） （支　　　　　出）

(25万円×3ヶ月＋一時金2ヶ月)

※カンパをお寄せいただき、ありがと

うございました。

※議員報酬会計の使途は常に公開

しています。

2月29日 金 3月13日 木

3 月 4日 火 3月14日 金

3 月 5日 水 3月17日 月

3 月 6日 木 3月18日 火

3 月 7日 金 3月21日 金

3月10日 月 3月25日 火

3月12日 水

３月定例市議会の日程

※請願・陳情の締め切りは2月27日正午です。

※本会議、委員会とも午前１０時開始。自由に傍聴できます。

議案上程

代表質問（未来）

代表質問（新政会）

代表質問（公明党）

代表質問（新風）

各個質問・議案質疑

総務企画委員会

市民福祉委員会

経済教育委員会

建設環境委員会

予算審査特別委員会

予算審査特別委員会

本会議（討論・採決）
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